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暑かった夏が終わり、後期が始まります。前期の成績をしっかりと受け止めて、これからの学びに生かしましょう。

オーストラリアのご出身で、アメリカの聖心で校長を

されていたご経験もある Sr. Donna Collins が、今

月 5日に本校にいらっしゃいました。12月まで授業や

課外レッスンでお世話になります。積極的に英語で話

しかけ、たくさん学ばせていただきましょう。 

8月 31日(水)に行われた梅干し弁当募金は、

国連 UNHCR 協会で役立てていただくために行い

ました。みなさまのご協力により、総額 34,313

円を送金することができました。今回寄付され

たお金は、世界で避難を余儀なくされている子

どもたちを保護し、支援するために使われます。 

 

  行事 弁当   行事 弁当 

1 土 

サタデープログラム⑪  中 2 英語レッスン 

赤い羽根共同募金街頭募金参加（午後） 

父の会聖書サークル(16:00～Sr.田口) 

 17 月 中 3 NY 国連研修① 要 

2 日   18 火 
中 3 NY 国連研修② 

高校ロザリオ①（昼休み） 
要 

3 月 
後期開始・後期委員任命式・通知票手渡し 

百合の行列（1 限） 
要 19 水 

梅干し弁当④  中 3 NY 国連研修③ 

高校ロザリオ②（昼休み） 
要 

4 火 
中学ロザリオ①（昼休み） 

後期委員会開始 
要 20 木 

中 2 家庭学習  高校ロザリオ③（昼休み） 

高 1 高 2 小論講座（高 1:6 限, 高 2:7 限） 
要 

5 水 

中学ロザリオ②（昼休み） 

中学 2 年保護者会オンライン（13:00～） 

ISA による中学アメリカ研修説明会オンライン 

職員会議（15:40～） 

要 21 金 
中 2 家庭学習 

漢字検定（放課後） 
要 

6 木 
中学ロザリオ③（昼休み） 

クリスマスミサタブローオーディション①予定 
要 22 土 サタデープログラム⑬  

7 金 クリスマスミサタブローオーディション②予定 要 23 日   

8 土 サタデープログラム⑫（第 2 回英検 1 次）  24 月  要 

9 日   25 火  要 

10 月 体育の日  26 水 

中学学力推移調査②（午後は普通授業） 

課題研究ミーティング⑤ 

中 2 進路校長面談① 

要 

11 火 
中 2 修養会①  高 2 見学旅行①   

高 3 進路面談（午後） 
※ 27 木 

カトリック高等学校生徒全道大会オンライン

（一部生徒のみ参加）  

雪の聖母園野菜販売 中 2 進路校長面談② 

要 

12 水 

中 2 修養会② 中 3 修養会 

中 3 アメリカ研修事前学習 

高 1SADE① 高 2 見学旅行② 

高 3 進路面談（午後）  

※ 28 金 中 2 進路校長面談③ 要 

13 木 

中 2 通常授業 中 3 職場体験（予定） 

高 1SADE② 高 2 見学旅行③ 

母の会修養会 高 3 進路面談（午後） 

※ 29 土 
サタデープログラム⑭ 

中 2 進路校長面談④ 
 

14 金 
中学通常授業  高 1 SADE③ 高 2 見学旅行④ 

高 3 修養会 
※ 30 日   

15 土 コーラス部札幌市民芸術祭市民合唱祭参加  31 月  要 

16 日       
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札幌聖心女子学院 

校長 齊藤 隆浩 

第７号 2022年 9月 29日 

☆ ※の日は、必要な方は昼食をご用意ください。 

☆ 行事予定は暫定のものです。大きな変更がある場合には、一斉メールや

学校ホームページ等でお知らせいたします。 



8月 31日(水)に、札幌市保健所・岬真一郎先生、札幌医科大学医学

部公衆衛生学講座・小山雅之先生、大浦麻絵先生をお迎えし、お話を伺いました。With covid-19 に向けて、 

これから私たちができることについて考えを深める貴重な機会となりました。 

8月 29日から 9月

9日までの 10日間、学級委員会と社会福祉委員会が共同企画「ウクライナ

プロジェクト」を実行しました。活動の目的は、「ウクライナの現状を知り理解

を深め、支援の意識を高める」ことと、「国境なき医師団への募金を通してウ

クライナの国や人々を実際に支援する」ことです。期間中は、今回の軍事侵攻

に関するポスターを毎日違うテーマで教室と 1階ウクライナコーナー、2階高 3S前廊下に掲示し、朝のお祈りで

はポスターのテーマに沿ったお祈りを、帰りの SHRでは沈黙の中で一人ひとりがこの軍事侵攻についての考え

を整理し、支援のあり方について考える機会を設けました。9月 2日と 9日には「国境なき医師団」への募金を集

め、総額 66,225円を送金することができました。一刻も早くこの深刻な事態が解消され、ウクライナはもちろ

ん、世界中のすべての子どもたちが家族とともに笑顔で暮らせる平和な世界を実現することができますように。 

 

「神のわざは、ゆっくりとかつひっそりと成し遂げられます。」 
（聖マグダレナ・ソフィア）

世界中の聖心の学校では 10月に「感ずべき御母」を祝います。札幌聖心ではこの絵のレプリカが学習ホールに飾

られており、宗教の授業で、百合や糸紬などのシンボルの意味を学び、後期始業の日にはこの絵の前で、聖母に百

合をおささげする百合の行列を行います。 

創立者聖マグダレナ・ソフィアがローマのトリニタ・デイ・モンティの修道院におられた時に志願者としてやってきた

ポーリン・ペドロ―という若い女性によって描かれたものです。彼女は美術を勉強して来たので、聖母マリアの絵を

修道院の壁にフレスコ画として描きたかったのです。しかし、フレスコ画を書いたことがなく、その技法を知らなかっ

たと思われます。出来上がった絵の色があまりに強すぎました。そこで、その絵をカーテンで覆わなければならなかっ

たのです。しばらくして、色が壁に浸透し、壁が乾き、カーテンが外された時は今の美しい色になっていたということ

です。これは技法を知っているものには当然のことかも知れませんが、こうしたことは「ゆっくりかつひっそり」成し遂

げられる神のわざの一つと言えましょう。 

マーテルの祝日が近づくと、聖マグダレナ・ソフィアのこの言葉を思いだします。神のわざはこ

の世界のあらゆるところで成し遂げられるのですが、特に人の成長を考えるとまさにこの通りだ

と思うのです。 

長い休みの後に学校に戻ってきた生徒を見て、「あら、急に背が高くなった」とか「とても内面

的に成長した」と感じることがあります。周りも本人も気づかないうちに、外見も内面も成長して

いきます。ですから、保護者も、教師も、本人自身も神のわざがその人の中で行われることを信

じることが大切なのではないでしょうか。はちきれるようなエネルギーを秘めて日々成長してい

く若い命を見守る時、この言葉の意味するところを味わっていきたいものです。 

 〔修道院長 Sr.新庄美重子〕 


